
町 の
動 き

広 報 み よ し（ ） 

第
５
回 

町
長
の
企
業
訪
問
（
２
月
４
日
訪
問
）

株
式
会
社　

東
京
カ
ネ
カ
フ
ー
ド

　
　

〜
毎
日
の
食
卓
の
彩
り
の
裏
側
で　

カ
ネ
カ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
息
づ
い
て
い
ま
す
〜

　

町
内
の
企
業
・
事
業
所
を
町
長
自
ら
訪
問
し
て
、
操
業
状
況
、
雇
用
状
況
等
を
把
握
し
、
現
在

の
要
望
、
課
題
等
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
及
び
企
業
・
事
業
所
の
定
着

を
図
る
た
め
、
第
５
回
「
町
長
の
企
業
訪
問
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
室　

（
内
線
３
１
１
〜
３
１
３
）

　

第
５
回
目
は
、
株
式
会
社
東
京
カ

ネ
カ
フ
ー
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
代
表
取
締
役
社
長
の
国

京
さ
ん
、
取
締
役
品
質
保
証
室
長
の

仙
石
さ
ん
、
管
理
課
長
の
三
木
さ
ん

が
出
席
を
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
の
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
タ
ン
ク
・
配
管
・
機
器
の
な
ら

ぶ
製
造
工
程
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
懇
談
会
で
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
カ
ネ
カ
フ
ー
ド
は
、
大
正

９
年
に
新
宿
区
神
楽
坂
で
星
バ
タ
ー

商
会
と
し
て
創
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
40
年
に
三
芳
町
竹
間
沢
（
当
時

は
三
芳
村
）
に
工
場
を
新
設
さ
れ
、

昭
和
42
年
に
は

カ
ネ
カ
と
業
務
提

携
を
行
い
、
翌
43
年
に
は
社
名
を

東
京
カ
ネ
カ
フ
ー
ド
と
改
称
し
、
平

成
６
年
に
は
ク
リ
ー
ム
工
場
棟
を
新

設
、
平
成
18
年
に
旧
工
場
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
５
階
建
の
新
工
場
が
完

成
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

東
京
カ
ネ
カ
フ
ー
ド
は
、

カ

ネ
カ
食
品
事
業
の
中
核
と
な
り
、
関

東
地
方
に
お
け
る
生
産
拠
点
と
し
て

主
に
食
用
油
脂
製
造
（
業
務
用
マ
ー
ガ

リ
ン
、
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
等
）
を
生
産

し
、
多
品
種
少
量
生
産
と
短
納
期
を

武
器
に
生
産
量
を
拡
大
さ
れ
、
平
成

19
年
度
の
売
上
高
は
82
億
円
と
な
り
、

全
従
業
員
数
は
190
名
で
従
業
員
に
占

め
る
町
内
在
住
の
割
合
は
約
10
パ
ー

セ
ン
ト
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
隣
接
し
て
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー

（
６
階
建
）
が
あ
り
、
そ
の
セ
ン
タ
ー

で
は
流
行
に
敏
感
な
洋
菓
子
や
パ
ン

の
ユ
ー
ザ
ー
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
新
製
品
・
新
品
種
の
研
究
開

発
・
提
案
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
常
に
信
頼
さ
れ
る
品
質
の
維

持
・
向
上
と
、
競
争
他
社
に
優
る
コ
ス

ト
実
現
の
た
め
、
着
実
な
努
力
を
重
ね

な
が
ら
、
食
の
開
拓
に
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ

を
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

会
社
で
の
取
り
組
み
は
、
「
品

質
保
証
を
含
ん
だ
顧
客
満
足
の
向

上
を
維
持
す
る
為
の
規
格
」
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
を
取
得
し
、
併
せ
て
「
食

品
安
全
基
準
の
た
め
の
管
理
シ
ス
テ

ム
」
Ａ
Ｉ
Ｂ
も
取
得
す
る
な
ど
、
５

Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
）
活
動
を
日
夜
に
わ
た
り
続

け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
食
品

製
造
と
い
う
人
体
に
直
接
関
わ
る
製

品
の
た
め
、
稼
働
時
間
の
多
く
は
洗

浄
・
殺
菌
に
費
や
す
な
ど
、
食
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動

を
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
普
段
口
に

し
て
い
る
洋
菓
子
や
パ
ン
の
中
に
は
、

東
京
カ
ネ
カ
フ
ー
ド
さ
ん
で
製
造

さ
れ
て
い
る
材
料
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
も
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

株式会社東京カネカフード【製造業】
住所：〒354 0043　三芳町竹間沢23
TEL：049 258 2365　
FAX：049 258 2369
設立：昭和43年３月
　　　(創業:大正９年)
主 要生産品目：食用油脂類（業務用　
マーガリン、クリーム等）の製造

製
造
工
程
を
視
察
す
る
鈴
木
町
長

　

と
国
京
社
長
（
写
真
右
）

 

鈴
木
町
長
に
製
品
の
説
明
を
す
る

国
京
社
長
（
写
真
右
）

▲製造工程の様子。

　

待
ち
に
待
っ
た
上
富
学
童
保
育

室
が
、
４
月
１
日

よ
り
開
室
し

ま
し
た
。

　

今
ま
で
上
富
小
学
校
の
児
童

は
、
三
芳
小
学
校
内
に
あ
る
北
永

井
学
童
保
育
室
の
児
童
と
一
緒
に

放
課
後
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
日
か
ら
は
上
富
小
学
校
内
に
あ

る
上
富
学
童
保
育
室
に
通
え
ま
す
。

　

本
や
、
玩
具
、
一
輪
車
な
ど
遊

ぶ
も
の
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て

い
る
新
し
い
お
部
屋
で
、
専
任
の

先
生
や
同
じ
学
校
の
児
童
と
楽
し

く
過
ご
せ
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て

も
遊
び
慣
れ
た
校
庭
で
思
い
き
り

走
り
、
遊
べ
る
の
が
一
番
で
す
よ

ね
。
興
味
、
関
心
を
お
持
ち
の
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間　
　

●
平
日
保
育
（
月
〜
金
）

　

放
課
後
〜
午
後
６
時
30
分

●
土
曜
保
育

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
１
日
保
育
（
春
・
夏
・
冬
休
み
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　
（
学
校
が
振
替
休
業
や
臨
時
休

　

業
日
の
場
合
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

問
い
合
わ
せ

●
上
富
学
童
保
育
室

　

三
芳
町
大
字
上
富
１
２
６
７

４

　

２
５
７

１
１
５
２

●
事
務
局
／
北
永
井
児
童
館　

　

２
５
８

９
９
６
２

「
上
富
学
童
保
育
室
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

上
富
学
童
保
育
室

（ ）町 の 動 き

国民年金

基礎年金番号は大切に！

　基礎年金番号は、20歳になり国民年金に加入したときや、就職して厚生年金

や共済組合に加入したときなど、公的年金に初めて加入したときに番号が決め

られ、年金手帳が交付されます。

　その後、加入する年金制度が変わっても、基礎年金番号は加入歴などを記録

し、あなたの年金を守る生涯変わることのない大切な「１人１番号」となります。

　年金に関する問い合わせや届出、また年金請求の際には、基礎年金番号が必

要になりますので、年金手帳は大切に保管してください。

【問い合わせ】住民課国保年金係　内線153～156

三
芳
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

浅
沼
健
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

団　
　
　

長　

長
谷
川
清
行

副　

団　

長　

高
山　

誠
二

副　

団　

長　

鈴
木　

章
記

第
１
分
団
長　

落
合　

隆
幸

第
２
分
団
長　

森
谷　

俊
則

第
３
分
団
長　

小
山　

和
利

第
４
分
団
長　

山
田　

弘
也

第
５
分
団
長　

抜
井　

尚
男

な
お
、
こ
の
ほ
ど
退
団
さ
れ
た
次
の
前
役
員
に
対
し
、

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
管
理
者
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
分
団
長　

鈴
木　

信
之

第
２
分
団
長　

忽
滑
谷
幸
一

第
３
分
団
長　

小
山　

隆
広

第
４
分
団
長　

鈴
木　

明

第
５
分
団
長　

山
田　

謙
司

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
一
万
円
／
二
月
三
日

　

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
・
プ
ラ
ス

▽
三
万
円
／
二
月
九
日

　

さ
い
し
ん
三
芳
会
会
長
小
山
章

▽
一
○
○
○
円
／
二
月
一
二
日

　

匿
名

▽
一
万
九
○
五
円
／
二
月
一
二
日

　

三
芳
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

▽
五
○
○
○
円
／
二
月
一
八
日

　

有
限
会
社
か
え
で
薬
品

 

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

　

消
防
団
員
80
人
は
、
普
段
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
い

ざ
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
消
防

署
の
職
員
と
力
を
あ
わ
せ
消
防
活
動
を

行
い
ま
す
。
日
常
で
も
消
火
栓
の
点
検

や
、
夜
間
巡
回
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

予
防
活
動
や
啓
発
活
動
等
幅
広
い
分
野

で
活
動
し
て
い
ま
す
。　
（
敬
称
略
）

　

議
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月
１
日
付

け
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

氏
名　

浅
沼　

健
一

住
所　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
５
９
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

│
│
│
│
総
務
課

　

議
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月
１
日
付

け
で
次
の
人
が
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

氏
名　

松
本　

長
治

住
所　

三
芳
町
大
字
上
富
１
６
３
５
番
地

氏
名　

長
野　

真
寿
美

住 

所　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
２
６
２
番

地
４
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
鶴
瀬

第
２　

２
１
０
号　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　

│
│
│
│
教
育
総
務
課

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員
に
松
本
長

治
氏
並
び
に
、
長
野
真
寿
美
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た

三
芳
町
消
防
団

新
役
員
を
紹
介
し
ま
す

町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。


